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研究成果の概要（和文）：複数年にわたる研究プロジェクトの結果、感情が語彙学習に及ぼす影響を理論的・実
証的に調査し、これはPIが現在進行中の新たな科研費プロジェクトにつながった。また、データを多角的に収
集・分析し、eNAWL語彙リストのオープンアクセス公開に至った。さらに、eNAWLをEigomemo上に実装した。これ
はCo-Iの独自発明によるオリジナルの間隔反復ソフトウェアであり、学習者と教師が教育目的で利用できるよう
に開発・公開されている。

研究成果の概要（英文）：As a result of the multi-year research project, the researchers successfully
 (1) investigated the effects of emotion on vocabulary learning theoretically and empirically, 
leading to the PI's next ongoing Kakenhi project, (2) collected and analyzed data multifacetedly, 
leading to the open access publication of eNAWL vocabulary list, and (3) implemented eNAWL on 
Eigomemo, an original spaced repetition software of Co-I's original invention, which learners and 
teachers can utilize for their educational purposes.

研究分野： Foreign Language Education
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研究成果の学術的意義や社会的意義
This project will be a model example achieving the following things:
 - Bridging the gap of science and education (psychology of memory and emotion; linguistic insights 
into various aspects of vocabulary)
 - Providing open access resources for pedagogy and future study (the software and the database)

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年の学際的な「情動論的転回」を受け、言語学習でも情動の重要性について様々な研究がなさ
れている。とくに、Modular Online Growth and Use of Language 認知フレームワークや
Emotionally Enhanced Memory の示唆として、語彙記憶保持には情動関与処理（Emotion-Involved 
Processing）が効果的であることが理論的・実証的に示唆され、情動的インプット強化や情動的
精緻化といった構成概念も提起されている。しかし、刺激の情動性を扱った外国語語彙習得研究
はほとんど見られない上に、これまでの研究は脱文脈的な実験室研究が多く、実際の語彙学習へ
の応用に関してはもっぱら教育的示唆に限定されていた。さらに、文脈の情動性と語彙の情動性
の関係性などについては十分に探究されていなかった。これまでの知見を基にした高等教育に
おける外国語語彙学習への応用のためには、日本の英語学習者にふさわしい語彙の選定や文脈
の構築、そして、それらのデータベース化や教材化が必要であった。 
 
２．研究の目的 
(1) 語彙情動価と文脈情動価が語彙記憶成績に与える影響について実証的・理論的に調査する

こと 
(2) 高等教育における外国語語彙学習にふさわしい語彙項目を選定し、それぞれの項目研究・教

育実践上有益な情報を加えてデータベース化すること  
(3) データベース化した語彙項目をもとに、学習教材を作成すること 
 
３．研究の方法 
(1) 実験心理学的アプローチにより、語彙情動価と文脈情動価が語彙記憶成績に与える影響に

ついての量的研究を行った。さらに、その結果をもとにして理論的な探究や仮説形成も行う。 
(2) カナダ出身の研究分担者ともに、高等教育における外国語語彙学習への応用にふさわしい

アカデミック語彙データベースの構築を行った。具体的には、吟味と検討の結果選定した
NAWL リストの項目を活用しつつ、各項目に対して以下の情報を追加した：ターゲット項目
（英語）、単語の意味（日本語）、例文（英語）、例文の意味（日本語）、語彙頻度、語彙親密
度、語彙情動価、語彙知識度、穴埋めの設問（英語）、解答例（英語）。さらに、語彙親密度、
語彙情動価、語彙、語彙知識度のデータ収集のためには、日本の英語学習者を対象としたア
ンケートを行った。 

(3) 研究分担者の開発による間接的感覚反復学習ソフトウェア（Indirect Spaced Repetition 
Software; ISRS）である Eigomemo dot com を使って、アカデミック語彙データベースを教
育実装すること。 

 
４．研究成果 
(1) 実験的探究の結果、ポジティブな情動的属性のある刺激で深い処理を行った際に記憶が促

進されることが示され、ディープ・ポジティビティ仮説が支持された（Kanazawa, 2020a; 
2020b）。また、情動関与処理の語彙記憶促進効果が実証され（Kanazawa, 2021a）、理論的発
展について学際的な考察が試みられた（金澤、2021）。さらに、情動的であり、かつ語彙情
動価と文脈情動価が不一致な条件で最も語彙記憶が促進されることが示され（Kanazawa, 
2021b）、情動知性の個人差要因の影響も受ける可能性が示唆された（Kanazawa, 2024b）。実
証研究の結果や理論的考察をもとに、深いエピステミック情動仮説が提唱された（Kanazawa, 
2024a）。これは 2023 年度開始の新しい研究プロジェクトにつながっている。 

(2) 英単語の情動性や例文の情動性などを勘案しつつ、NAWL の約 1000 項目のいずれについて
も、ターゲット項目（英語）、単語の意味（日本語）、例文（英語）、例文の意味（日本語）、
語彙頻度、語彙親密度、語彙情動価、語彙知識度、穴埋めの設問（英語）、解答例（英語）
が追加された。これは eNAWL（enriched NAWL）と命名され、要因間の関係についての分析
結果とともに、オープンアクセスで公開された（Kanazawa & Lafleur, 2023）。 

(3) Eigomemo dot com 上に eNAWL が実装され、英語学習者や教師が使用できるようになった。
さらに、使用者からのフィードバックなどを踏まえて、順次システムの改善が行われた。ソ
フトウェアを使って eNAWL 項目を学ぶ学習者のデータが蓄積されている（Lafleur & 
Kanazawa, 2023）。 

(4) 更に、LET-FMT-SIG プロジェクト研究（代表者：金澤佑）との連携により、英単語のみでは
なく英語定型表現についても日本の英語学習者を対象としたデータ収集を行った。結果と
して、英語定型表現の情動価リストの作成に至った（金澤、2020; Kanazawa, 2021c）。英語
定型表現の情動価リストについても、eNAWL と同じ要領で Eigomemo dot com 上に実装され
た（ラフラー、金澤 et al.、2021）。 

(5) 反復学習ソフトウェアについては新たにゲーム性を取り入れた学習経験の向上が図られ、
その有効性が示唆された（Lafleur, forthcoming in 2024）。 
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